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前 書 


堀 秀 成 (国学 者 ) の 著書 『 神 名 考 』」 を 参照 し な が ら 、 原 典 文献 (8 0 首 ) に 登 
場 する 古事 記 神 話 の 神 名 に 関す る セン テン ス を まとめ た 辞典 を 作成 し た 。 神 名 
と は 、 カ タカ ム ナ 文献 由来 の 「 潜 象 物理 の 内 容 」 に 関す る 記述 の 音 列 だ っ た 。 


シリ アル 番号 (原典 文献 の ウタ 番 ) : 原典 文献 の セン テン ス ( 計 入 名 考 軸 に き 
場 する 神 和 主 漢 室 ) ・ 原 典 文献 に お ける 物理 的 内 容 ・ 意 味 の 順 で まとめ た 。 


最初 の 1 0 項目 は 、『 神 名 考 』 に は な く (カミ ・ ミ コト は 例外 ) 、 原 典 文献 ] 
ー4 首 の 代表 的 音 列 を ピッ クア ッ プ し た 。 5 ・6 首 の 4 8 声音 符 は 、 こ こ で は 
扱わ な い 。 7 首 か ら 『 神 名 考 』」 の 造 化 三 神 が 開 示さ れる 。 シ リア ル 番 号 で は 、 

] 1 番 か ら 。 古事 記 神 話 に 登場 する 島 名 な ども 、 原 典 文献 由来 と 思わ れる も の 
陸上 クア デア ッ プク し た だ 。 

神 名 の 物理 的 な 意味 を 理解 する こと で 、 文 献 物理 の 探求 を 深め て いた だ きた 

い 。 個 人 研究 者 用 資料 と し て ご 活用 くだ さい 。 


神 の 名 に 物理 あら わす 物語 


ィ Aie お CSo 
③ SQO だ 2 


神 名 辞典 


1 (1) ? カタ カム チ ナ 
カタ は カム の 転写 (反転 ) 。 
現象 の 元 型 は 、 潜 象 の 元 型 に 由来 する 。 (カム の 代行 が カタ ) 
力 場 ( カ ) と 電磁 場 ( タ ) の 統合 に よっ て 生命 場 (カム ナ ) が 成立 する 。 


2 (ll) 3 世 E ギ キマ ノ ス ヘ ペン 


ヒ ( 力 の 相 転 移 ) を 引き 出し た マ (時 空 ) の 変遷 循環 に よっ て 現象 化す 


あら ゆる 現象 (アシ ) は 直交 原理 (アト ウ ) に よっ て 生じ る (アン ) 。 
4 (2) : ヤ タ ノ カ カミ 

中 心 図 象 の 名 。 8 段階 で 飽和 安定 する 現象 ・ 潜 象 条 環 モデ ル 。 具 現 原理 。 
5 (2) : カ ミ ( 証 事 記 で は 神 ) ・・・ 最 初 の 図 象 符 表 記 a13 

カ が ミ と な っ て 現象 と 潜 象 の 境界 (界面 ) に 現れ る 。 源 流 。 上 。 
6 (8) ララ トク タマ 

統合 と 分 割 に よる マ (時 空 ) の 発生 。 フ トー 2 つの も の の 対向 。2 つ の も 


の と し て の カム ・ ア マ 、 力 場 ・ 電 磁場 、 精 子 ・ 卵 子 な どか ら 生 命 場 を 現 出 
(タマ ) ずる 。 


7 (3) : ミコ ト ( 証 事 記 で は 電 ・ 命 ) ・・・2 番 目 の 図 象 符 表 記 a138 
ミ で 循環 する 。 洪 象 内 循環 。 見 えな い 循環 の 存在 。 
68O の MS 二 
中 心 図 象 の 名 。 統 合 し て マ (時 空 ) に 定着 ( 二 ) する 。 対 向 発生 の 基本 原 
理 で 、 カ ム ・ ア マ や 力 場 ・ 電 磁場 の よう な 2 つの 直交 (も し く は 反転 ) し 
た 物理 量 の 関係 性 か ら 生 命 場 の よう な 現象 場 を 生み 出す 創造 原理 。 
9 (4) : イ 八 
電気 事象 が 展開 され る 場 。 我 々 の 位置 。 観 測 可能 な 領域 。 現 象 場 。 
] 0 (4) 『 ヨ ソ ヤ コト 
4 8。 3 首 の ミコ ト ( 潜 象 内 特 環 ) に 対し 、 現 象 を 含む 大 循環 。 
] 1 (7) : アマ ノミ ナカ ヌシ ( 天 御 吊 持 ・ あ め の み な か ぬ し ) 


現象 の 元 型 で イマ (現象 ) と カム ( 潜 象 2) の 中 間 に 位置 する 。 潜 象 
1 。 


1 2 (7) : タカ ミ ム ス ヒ ( 高 御 産 巣 目 ・ た か み む す び ) 

現象 (イマ ) 方 向 へ の 連結 を 示す 。 (アマ = 港 象 ] を 起点 に し て ) 
1 3 (7) : カム ミ ム ス ヒ ( 神 御 産 巣 四 ・ か み む す び の ) 

カム ( 洪 象 2) 方 向 へ の 連結 を 示す 。 (アマ = 港 象 ] を 起点 に し て ) 


イマ ・ ア マ ・ カ ム と いう 三 層 構 造 が 、 こ の 世界 の 基本 構造 ( 二 重 潜 
象 ) 。 


1 4 (8) : ウマ シタ カカ ム ア シ カ ヒ ヒ コ ( 軍 訂 寺 断 詞 備 再 司 ・ う まし あ 


し か び ひ こち ぢ ) 


マ (時 空 ) が 発生 し 、 タ カカ ム 構 造 (タカ ミ ・ カ ム ミ ) に よっ て あら ゆ 
る 現象 は 、 カ が ヒ (単位 元 ) と な っ て 循環 を 繰り 返し て 生じ る 。 


1 5 (8) : トコ ロ チ マ タ ノ ( 道 俣 ・ ち また の ・・・9 9 番 ) 


カム ( 口 ) の 持続 ・ 循 環 で 、 ア マ が 発生 ・ 変 遷 す る と 空間 量 を 生み 出 
す 。 


1 6 (8) : トキ オカ シ ( 財 軒 師 ・ と き お か し ・・・9 7 番 ) 
トキ (時 間 量 ) は 、 カ ( ム ) の 立体 化 に よっ て 誕生 する 。 
トコ ロ チ マ タ ノ ・・ 空 間 量 の 広がり 性 (膨張 性 ) ・・ ソ コ 的 
トキ オカ シ ・・ 時 間 量 の 収 数 性 (収縮 性 ) ・・ ソ キ 的 
トキ と トコ ロ は 、 相 補 的 (直交 性 ) な 関係 に ある 。 

1 7 (9) : アメ ノ ト コタ チ ( 天 之 王 導 ・ あ め の と こ た ち ) 


潜 象 で の 変遷 と 互換 重合 性 。 
トコ タチ ・・ 事 象 は 常に 階層 間 を 構造 的 に 統合 する 仕組 み で 成立 する 。 


1 8 (9) : クニ トコ タチ ( 国 之 帯 放 ・ く に の と こ た ち ) 
現象 で の 互換 重合 性 。 
1 9 (9) : アメ クニ カ ソ コ ソ キ タ チ (該当 な し ) 


潜 象 ・ 現 象 に お ける カ の 膨張 性 と 収縮 性 。 
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(9) : マノン トキ トコ ロト コタ チ (該当 な し ) 
マ (時 空 ) の 変遷 に よる 時 間 量 ・ 空 間 量 の 互換 重合 性 。 
( 1 0) : オノ コロ シマ カム ナ ホ ク (該当 な し ) 


環境 に シマ ( マ の 示し ) を 発生 させ る 。 そ こ に カム ナ が 潜ん で いる 。 
オノ コロ シマ : 物質 の よう な 立体 性 を 持つ シマ 。 


(1 0) : アメ ツチ ネ ハ シマ リ ( 再 事 記 開 開 の 革 言 
潜 象 か ら 現象 に 持続 的 に 現れ る た め に 、 カ ム ( ネ ) の 影響 を 受け な が 


空間 場 (\ シ ) に アマ か ら 分 離し た マリ が 発生 。 こ れ が 、 始 まり の 語 


( ] 1 ) : イハ フト ヤ ネ イ キツ チノ ワ (該当 な し ) 


下 紀 
に =) 
下 
虹 


事象 の 場 を 成立 させ て いる の は 、 潜 象 の フ ・ ヤ ・ ネ に ある 。 
エネ ルギー と 物質 の 変遷 ・ 循 環 が 生命 現象 の 本 質 。 


所 
所 
(1 2) : カタ カム ナノ ミソ テ ホ ト (該当 な し ) 

カタ を 利用 し て カム ナ の 変遷 に よっ て 、 潜 象 か ら 現象 へ 発現 させ る 。 
(1 2) : トヨ クス へ (クス ヘー クモ ヌ ・ 購 桂 楓 ・ と よく も め ぬ ) 


双対 性 (階層 を また ぐ 直 交 循環 ・ 双 対 循環 = 4 相性 ) の 示し 。 


26 (1 3) : ス ヒ チ ニ ツ ヌ ク ヒ イモ イク ク ヒ ( ・ う ひ ぢ 書 疾 智 ・ 
いも す び ぢ 角 策 ・ つ ぬ ぐ ひ ・ い も いく ぐ 
ひ ) 


吸着 事 家 に は 波動 性 が 関 写 し て いる 。 個 々 の 見 えな い 自 由 度 を 持っ た 単 
位 ( 潜 象 ) は 、 電 気 傾斜 に よる 融通 性 で 別 の 単位 (現象 ) と つなが る 。 


イモ ・・・ 連 結 (接続 ) 子 。 異 な っ た 事象 を 取り 持つ 汎用 の 型 。 
( 例 : 常温 常 圧 プラ ズ マ ・・ 電 気 事象 と し て つなぐ ) 


2 7 (1 3) : オ ホ ト ノ チイ モ オ ホ ト ノ へ | re 妹 大 斗 


いも お ほ と の べ ) 


広域 環境 か ら 持続 的 な 量 を 受け 取る 機構 (構造 ) に よっ て 、 広 域 環境 に 
従属 (従う ) する 働き が 生じ て いる 。 


28 (13) : オモ タル イモ アヤ カシ コネ ( ・ お も だ る 妹 阿 夜 詞 志 
・ い も あや か し こね ) 


重力 な る も の は 、 階 層 を また ぎ な が ら 循環 す る 根 の よう な 機構 (構造 ) 
に よっ て 生じ て いる 。 立体 性 を 発揮 する 力 が 関与 。 


2 9 (1 3) : イサ ナミ イサ ナ キ ( 便 那 那 美 ・ い ざ な み 便 政 那 貝 ・ い ざ な 


ぎ ) 
電気 事象 の 差 に は 、 波 動 性 (潜む ・ 動 ) と 粒子 性 ( 現 る ・ 静 ) を 伴う 。 
3 0 (1 4) : オ ホ コ ト オ シ ラ ヲ (内 事 悪 男 ・ お ほこ と お し を ) 


広域 環境 の 事象 (巨視 的 ) に は 、 立 体 性 と 4 相性 が 現れ る 。 
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(1 4) : イハ ツチ ヒコ イハ ス ヒ メ (大 圭 了 吾 ・ い は つ ち び こ 哲 業 時 


い は す び め ) 


電気 事 家 の 場 は 、4 相性 を 持つ 持続 的 な 量 の 供給 に よっ て 、 単 位 形 成 を 
促す 。 循 環 (ヒコ) と 内 包 (ヒメ ) が セッ ト に な っ て いる 。 


イハ ス ・・ 電 気 事象 の 場 の 進行 限界 は 、 光 の 速度 で 決ま る 。 

(1 4) : オ ホ ト ヒ ワ ケ ( 天 記 目 別 ・ お ほ と ひ わけ ) 

広域 環境 と 単位 ( 個 ・ 該 当 段 階 ・ 系 ) と な る 構成 要素 に 分 けら れる 。 
(1 4) : アメ ノ フ キラ (天守 吹田 ・ あ め の ふ き を ) 

微 視 的 な 変遷 は 、 2 つの 時 が 関与 し て 、4 相性 を 発現 する 。 

( 1 4) : オ ホ ペ ヤ ヒ コ ( 天 屋 虹 吾 ・ お ほや びく て ) 

広域 環境 (巨視 的 ) は 、 大 循環 し て いる 。 


( 1 4) : カサ ケツ ワケ ノ オ シ ヲ ( 属 末 津 別 之 天 男 ・ か ざけ つ わ け の お し 
を ) 


微 視 的 な 量 は 、 離 散 的 に 分 けら れ 、 立 体 性 と 4 相性 を 発現 する 。 
( 1 4) : オ ホ ワ タツ ミ ( 天 締 津 見 ・ お ほ わ た つみ ) 


広域 環境 全体 の ポテンシャル は 、 積 まれ て ゆく 。 


3 7 (1 4) : 八 ヤ アキ ツ ヒ コイ モハ ヤ ア キツ ヒメ ( ・ は や あき つ 
びと ・ い も は や あき つ ひ 


め ) 

個々 の 事象 は 、 そ れ ぞ れ の 場 の 限界 と 時 を 持っ て 循環 (単位 形成 ) す 
る 。 

その 性 質 自 体 を 内 包 し て 次 の 循環 を 促す 。 こ れ が 連動 (随伴 ) し て い 
る 。 


オ ホ と ハヤ (イハ ス ・ 八 コ ) ・・ 図 象 符 で は 、 鏡 映 関係 に ある 。 


38 (15) AF MAN 涼 那 美 ・ 


あわ な み 里 那 甘 ・ つ ら な ぎ ・ つ ら な み ) 


潜 象 に お ける 2 状態 (アワ ナ キ ・ ア ワナ ミ ) か ら 現 象 が 生み 出さ れる 。 
それ が ツラ ナ キ ナミ 。 ナ キ ・ ナ ミ と いう 物性 は 継承 され 連なっ て ゆく 。 
力 場 を アワ で 抽象 する と 、 電 磁場 は 、 さ し ず め ツラ と な る 型 (カタ ) 。 


39 (15) メア メ ノ ミ クマ リク ニノ ミク マリ 半 


現象 事象 未満 の 変遷 状態 (アメ ノ ) に お ける ミク マリ (3 つの 自由 度 を 
持つ マリ = 流動 性 を 主体 と し た 時 空 生 成 物 ) は 、 現 象 事象 が 確定 し た 変 
遷 状 態 (クニ ノ ) まで その 物性 (ミク マリ ) を 継承 し て ゆく 。 ミ クマ リ 


・ あ め の み くま り 
・ く に の みく まり ) 


は 、「 ワ 」 の 代行 性 の 型 を 示す 。・・・ 三 種 混 在 の 型 を 暗 只 。 
人 40) だ ポン クモ ボン ニノ クビ リチア ( ・ あ め の 
く ひ ざ も ち ・ く に の く ひ ざ も 


ち ) 


現象 事象 未満 の 変遷 状態 (アメ ノ ) に お ける ク ヒ サ モチ (基点 を 持ち 定 
め ら れ た 制限 内 で ある 程度 の 自由 度 を 発揮 する 型 ) は 、 現 象 事象 が 確定 


10 


11 
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4 2 


4 3 


4 4 


(] 5) : シナ ツ ヒ コク クノ チ ( ・ し な つ ひ こ 
・ く く の ち ) 


規則 的 な 配置 構造 (結晶 系 ・ シ ナツ ヒコ ) は 、 そ の 自由 度 (ミク マリ ・ 
ク ヒ サ モチ ) の 変遷 持続 ( ク ク ノ チ ) に よっ て 成立 し て いる 。 


(5) ミオ 小 ヤ マツ ニス ヌ ソ チカ ヤ ヌ E メ ( ・ お ほや まつ み 
・ か や ぬ ひ め ) 


広域 環境 ( オ ホ ) と の 接点 を 有する 機能 (ヤマ ) が 働き 、 物 質 性 ・ 立 体 
性 ( ツ ミ ) が 生じ る と 共に 、 そ の 結晶 構造 (シナ ツ ヒ コ ) も 外 域 (広域 
環境 ) に 還元 され る 構造 を 秘め て いる 。 「 ワ 」 に 回 帰し て ゆく 全体 循環 
性 が 大 本 。 


し 0 6) キア ペク サリ ソ ツ ザ クニ / サ ツテ デバ ・ あ め の さ づち 
・ く に の さ づ ち ) 


流動 性 の 過渡 (アメ ノ ) に お いて 局 在 ・ 粒 子 的 事象 ( サ ツ チ ) あり 。 
定着 性 の 過渡 (クニ ノ ) に お いて も 局 在 ・ 粒 子 的 事象 ( サ ツ チ ) あり 。 


(16) アメ ノ サ キリ クノ サキ リ ( ・ あ め の さ ぎり 
・ く に の さ ぎ り ) 


流動 性 の 過渡 (アメ ノ ) に お いて 非 局 在 ・ 波 動 的 事象 (サキ リ ) あり 。 
定着 性 の 過渡 (クニ ノ ) に お いて も 非 局 在 ・ 波 動 的 事象 (サキ リ ) あ 


4 3・4 4 は 、 ア メ ・ ク ニ の 両 プ ロ セ ス に お いて 、 局 在 的 な 状態 (粒子 
性 ) と 非 局 在 的 な 状態 (波動 性 ) が 存在 する こと を 示唆 する 。 ボーズ ・ 
アイ ン シ ュ タイ ン 凝 縮 の よう な 物理 現象 ( 超 伝導 ・ 超 流動 ・ 超 電導 や レ 
ー ザ ー 原 理 な ど ) と 相似 な 事象 で ある 。 相互 変換 性 ・ 交 番 性 を 示唆 。 ア 
メ ノ と は 、 量 子 論 的 な ミク ロロ 領域 ( 微 視 的 ) の プロ セス と 相似 。 ク ニノ 


2 


と は 、 古 典 論 的 な マク ロ 領 域 (巨視 的 ) の プロ セス と 相似 。 


4 5 (1 6) : アメ ノ ク ラ トク ニノ クラ ト | 敵 弥 半 


・ く に の くら と ) 
流動 性 の 過渡 (アメ ノ ) に お いて 直交 関係 性 (クラ ト ) が ある 。 
定着 性 の 過渡 (クニ ノ ) に お いて も 直交 関係 性 (クラ ト ) が ある 。 


クラ に は 、 蔵 ・ 暗 以外 に 2 つの も の を 比べ る 意味 が ある 。 ト に は 、 統 合 
の 意味 と 同時 に 直交 の 意味 も 重なる 。 単位 ・ 段 階 を また ぐ 連 続 性 (螺旋 
的 階層 構造 ) が 、 自 然 界 の 本 質 で ある 。 


46 (1 6) : オ ホ ト マ ト ヒ コ オ ホ トマ ト ヒ メ ( ・ お ほ と ま ど ひ こ 
・ お ほ と ま ど ひ め ) 


広域 的 な 親和 性 ( オ ホ ト ) と それ ぞ れ の 間 に お ける 全域 性 (マト ) に 


単位 ・ 段 階 を 超え て 連続 する 性 質 (ヒコ ) が ある 。 さ ら に 、 そ の 両 者 は 
双方 向 性 (相互 変換 性 ・ 交 番 性 ) を 秘め (ヒメ ) て いる 。 


全体 と 部 分 の 考え 方 ・ 捉 え 方 の 基本 原理 を 示唆 。 


4 7 (16) : トリ ノイ ハク ス フ ネ ( ・ と り の い は くす ふ ね 
また の 名 を ・ あ め の と り ふ ね ) 


統合 ・ 分 離 ・ 変 遷 (トリ ノ ) と いう 直交 性 ・ 変 換 性 を 通し て 、 電 気 事象 
の 場 ( イ 八 ) は 成立 し 、 融 通 性 ・ ペ ア 性 ( ク ) と 飽和 性 ・ オ ク テ ッ ド 性 
・ 進行 性 ( ス ) の 2 つの 根源 的 な 性 質 (フネ ) に 起因 する 。 

4 8 (1 6) : オ ホ ケ ツ ヒ メ ( 天 置 都 蓄 績 ・ お ほげ つ ひ め ) 


広域 環境 へ の 親和 性 ・ 構 造 性 ( オ ホ ) と 個別 へ の 変化 ・ 分 解 性 (ケツ ) 
は 、 双 方 向 性 を 秘め (ヒメ ) て いる 。 2 つの 状態 を 行き 来 す る 過渡 の 状 
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態 が 必ず 存在 する 。 流動 性 と し て の アメ ノ 図 象 と ヒメ 図 象 が 同じ 図 象 で 
ある こと に 着目 せよ 。 大 循環 ( オ ホ ケ ツ ) の 内 在 性 (ヒメ ) を 認識 せ 
よ 。 
4 9 (1 7) : マカ ハコ クニ ノ ヒ ト ツ カタ ツ ミ (該当 な し ) 
マカ の 重なり に よっ て 場 が 循環 し 定着 変遷 し て 単位 形成 し て ゆく 。 
相似 の 型 の 積み 重ね に よっ て 、 現 象 化 (物質 化 ) する 原理 を 示す 。 
マ (電磁 場 を 抽象 ) カ ( 力 場 を 抽象 ) に よる 基本 単位 の 生成 原理 。 


5 0 (1 9) : アメ ノウ ツメ (天守 愛 机 命 ・ あ めのう づめ の みこ と ・・『 
考 』 で は 、 ア マテ ラス の さら に 後 か ら 登場 ・・ 

2) 
潜 象 に お ける 渦 の 兆し 。 現象 化 へ の 必須 プロ セス 。 

5 1 (2 1) : イモ マク カラ ミヌ フト ヤマ ト (該当 な し ) 
電場 (イモ ) ・ 磁 場 (マク ) ・ 力 場 (カラ ) の 3 つの 要素 が 
互い に 重合 し て 極限 飽和 安定 し た マ (電磁 場 ) ・ ト ( 力 場 ) 。 
電磁 場 は 観測 し や すい が 、 力 場 は 観測 し づら い 。 


5 2 (22) : モコ ロ シ マ (該当 な し ) 


潜 象 に お ける モヤ モヤ し た 循環 に よる 転がり 性 を 示す マ 。 
デメ オギ キミ ウツ コ 和 モコ ロジ マ 。 


5 3 (22) : ツク シシ マ (該当 な し ) 


現象 に お ける 局 在 性 を 示す マ 。 
マツ パキッ MP や ツク シシ ンマ 。 


5 4 (22) : オ ホ ト ヤ シマ (該当 な し ) 
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広域 環境 に 重合 し た 極限 飽和 安定 を 示す マ 。 
(52) と (53) が 重なっ て 全体 性 を 担保 し て いる 。 


S 


9 Q 


9 


Sh 7 


9 8 


9 和 


6 0 


(2 3) : アマ タカ マカ ハラ アワ チ ホ ノ サ ワケ (該当 な し ) 
全 元 か ら 発 生 ・ 分 化 ・ 変 遷 ・ 還 元 す る 場 の 循環 性 を 表す 。 
アワ の 持続 親和 変遷 に よっ て 差分 が 全体 か ら 分 けら れる 。 
アワ は 虚実 を 含む お 。 ア 八 は 実 部 の み 。 ア ワ チ < く > ア ハチ 。 


(2 3) : オキ ミツ コシ マ (該当 な し ) 


立体 性 を 持っ て 発生 する 3 つの 循環 する シマ 。 
潜 象 に も 、 現 象 に も 、 こ の よう な シマ が ある 。 


(2 4) : ソコ ソ キ シ マ (該当 な し ) 

拡散 ・ 収 縮 性 を 持つ 局 在 し た シマ 。 

(2 5) : ミツ コナ ミ (該当 な し ) 

3 つの 循環 する ナミ 。 電 磁力 場 の 統合 に よる 波動 性 。 

(2 5) : ヒノ カカ ヒコ ( 火 祖 粗 時 吾 ・ ひ の か が びく て ) 

潜 象 側 の 変遷 に お ける 力学 的 な 作用 の 反復 に よる 単位 形成 と その 循環 。 
光 現 象 に 関す る レー ザー 原理 を 暗 路 。 励起 ・ 誘 導 ・ 連 鎖 ・ 循 環 に よる 。 
潜 象 の カ に 対し て ある 種 の 反復 動作 を 繰り 返す こと で 現象 させ る 手法 。 


(2 6) : アメ ノ ハ ニヤ スミ ツ ハ ノ メ (編者 浅 態 貫 ・ み づ は の め ・・ 


『 竹 委 考 』 で は カナ ヤマ ヒコ ヒメ の 後に 登場 ・・8 1 番 


潜 角 ・ 流 動 性 の 場 が 定着 的 に 反応 する と 3 つの 場 (電磁 力 場 ) に 変化 し 
て 現象 方 向 へ の 芽 (兆し ) が で きる 。 
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6 1 


6 ご 


6 3 


6 4 


6 8 


6 6 


6 7 


6 8 


(2 6) : オキ ツ フト マリ (該当 な し ) 

立体 性 を 持っ て 局 在 化 ・ 増 幅 成長 する マリ 。 

(2 7) : イハ クス ユマ リ (該当 な し ) 

電気 事象 の 場 は 潜 象 に お ける 反応 が 進行 し て マリ が 浦 現す る 。 
(2 7) : ワク ム ス ヒ (・・82 番 ) 

枠 を 結ぶ 。 電 磁場 が 形成 され る 。 物 質 化 へ の 道程 。 

(2 8) : カク ナツ チ (・・80 番 ) 

核 と な っ て 局 在 し 持続 する 。 中 心 核 が 誕生 する 様子 を 暗 只 。 
(2 8) : イハ ツ ツ ヌ ラ ヲ (・・84 番 ) 


電気 事象 の 場 に は 潜 象 の 双対 性 や 過渡 を 秘め た ポテ ン シ ャ ル が ある 。 
円 筒 形 や コイ ル 形 状 か ら 、 電 磁場 の 働き を 誘導 で きる 可能 性 を 暗 喉 。 


(2 9) : ミカ ヒシ キシ マハ ヤ ヒ タケ フツ (・・85 ・86 番 ) 

3 段階 の 潜 象 作用 か ら 現 象 化 を 起こ す 場 が 形成 され 変化 増殖 する 。 
(2 9) : オ ホ ワ クム ス ヒ ヤ タ シマ (該当 な し ) 

広域 環境 全体 に 疎通 し て 8 段階 で 飽和 する ポテ ン シ ャ ル 場 の シマ 。 


(3 0) : トヨ クモ ヌ (・・25 番 ) 


潜 象 に お ける 双対 性 (階層 を また ぐ 直 交 循環 ・ 双 対 循環 ) を 暗 只 。 


| 訂 / 


69 (30) : ウ ヒ チ ニ ホロ シ (・・26 番 ) 


現象 事 家 に は 波動 性 が 関与 し 潜 象 ・ 現 象 に 親和 し た 背景 勢力 が 存在 す 
る 。 


7 0 (3 1 ) : マク ミワ クタ マイ モカ ラミ マク ミト ノ ヘ シ (該当 な し ) 
磁場 の 発現 に は 電場 と 力 場 が 関与 し 磁場 は それ ぞ れ と 直交 関係 に ある 。 
7 1 (3 ] ) : サカ キメ クリ ノ カ ム ヤ タマ リ (該当 な し ) 


潜 象 に お ける ポテ ン シ ャ ル の 差 で 回 転 が 起 き カ ム が 相 転 移し て マリ 発 
生 。 


7 2 (32) : シマ イ ヨ ノ イヤ シロ チ (該当 な し ) 

現象 事象 に は 逆 ・ 順 の 2 種類 の 循環 が ある 。 代謝 循 環 持続 が イヤ シロ 
チ 。 

イ ヨ ノ で ヤ に 向かう 方 向 (逆行 ) と イヤ で 直接 ヤ に 向かう 方 向 ( 順 
行 ) 。 


7 3 (32) : ク ナ キ ノ タ マ ワ ケ (該当 な し ) 


自由 な ナ キ の 変遷 (クニ ノ ) に よっ て 物質 化 の 前 段階 へ と 全体 か ら 分 
離 。 


7 4 (33) : エ ヒ メ サ ヌキ チア ワ ト サ チ (該当 な し ) 


虚 軸 に 潜 象 の 差分 量 が 持続 し 時 空 全体 (電磁 場 ) に 力 場 の 差分 量 が 持 
続 


7 5 (34) : トワ チカ フタ ヤ ヒ メ (該当 な し ) 
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7 6 


7 7 


7 8 


7 9 


め ) 


8 0 


8 1 


G 2 


マク ロ (人 場 十 電 磁場 ) と ミク ロ ( 力 場 系 ) の 2 つの 潜 象 作用 が 内 在 。 


(3 5) : マ ノ ヒ コ ヒ メ (・・3037 番 ) 


マ (時 空 ・ 電 磁場 ) の 変遷 に は 単位 循環 と 次 の 単位 を 内 包 し て いる 。 
(3 6) : ツラ ナ キ メ ク ル トヨ ツラ ナミ (・・38 番 ) 


ツラ ナ キ の 回 転 に よっ て 4 相 (双対 構造 ) の ツラ ナミ が 生じ る 。 
ツラ は 表層 を 暗 喉 。 


(3 7) : イヤ ミソ キ (・・4 0 て 4 2 番 ) 


電気 事象 の 限界 に お いて 磁気 事象 へ 転換 する 作用 。 電 磁場 の 直交 性 。 
該当 単位 ・ 系 を 維持 し た まま 、 直 交 関 係 に ある 別 の 単位 ・ 系 と 接続 。 


(3 8) : ヒノ ヤキ ハヤ ラ ヒ メ ( 災 鞭 速 男 比 細 ・ ひ の や ざ は や を ひ 


潜 象 側 の 変遷 に お ける 安定 し た 双対 性 を 持つ ポテ ン シ ャ ル 場 の 存在 性 。 
(3 9) : ヒノ カク ツチ (火影 加 具 上 指 ・ ひ の か ぐつ ち ) 


潜 象 側 の 変遷 に お ける 核 と な っ て 局 在 し 持続 する 性 貸 。 


(39) : カナ ヤマ ヒビ コカ ナヤ マヒ X ( ・ か な や ま び こ 
・ か な や まひ め ) 


潜 象 側 か ら 見 た マ (電磁 場 的 ) の 螺旋 循環 (単位 形成 ) と その 可能 性 。 


(3 9) : ミツ ハ ワ ク ム ス イ ヤミ ソ キ ( 和 産 業 目 ・ わ くむ す び ) 
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3 つの 場 が 形成 され 進行 発展 し 電気 事象 の 極限 か ら 磁気 事象 へ 転換 。 
8 3 (40) : トヨ ウケ ヒメ ヌ ( 構 還 生還 謀 ・ と よう け ひ め ) 


双対 構造 (4 相性 ) を 受け 継ぎ (発生 ・ 変 化 ) な が ら 潜 象 に 内 在 する 。 
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8 4 (4 0) : イハ サク ネ サ クイ ハツ ツラ | 中 細 根 所 ・ ね さく 


・ い は つつ の を ) 


電気 事 家 の 場 の 発現 は 潜 象 の 根 ・ 源 の 発現 に 由来 し 双対 同軸 構造 と な 
る 。 


8 5 (4 0) : ミカ ヒ ハヤ ヒ ヌ ( 柚 宣 目 ・ み か は や び 樋 球 目 ・ ひ は や び ) 


3 段階 の 洪 象 過程 か ら 新た な 場 が 形成 され て ゆく 。 
・ た け みか づち の 
・ た け ふ つ ・・66. 


ポテ ン シ ャ ル 場 の 変化 に よっ て 電気 事象 が 継続 する 。 
ポテ ン シ ャ ル 場 の 変化 に よっ て 増殖 し 局 在 化 する 現象 が 起き る 。 
4 方向 ( 電 磁気 ) は 2 方 向 (電気 ・ 磁 気 そ れ ぞ れ ) の 結び ・ 直 交接 続 。 


8 7 (4 1 ) : トヨ クラ オカ ミク ラミ ツ ハ | | 


双対 性 を 内 在 し た 立体 構造 を 生み 出す 源 に は 3 つの 場 が 内 包 さ れ て い 


8 6 (40) : タケ イカ ツチ タケ フツ ノム ス ヒ ( 


を 
番 ) 


くら お か み 
くら みつ は ) 


る 。 
8 8 (4 1 ) : マサ カヤ マツ ミ ( 二 鹿 画 津 見 ・ ま さか や まつ み ) 

マ (時 空 ・ 電 磁場 ) の 差分 量 ( カ が 関与 し た ) が 山 の よ うに 積ま れる 。 
8 9 (4 1 ) : オト ヤマ ツ ミ ラ ( 決 際 画 津 見 ・ お ど や まつ み ) 


立体 性 を 持っ た 力 場 ( ト が 背景 ) に よる テト ララ 骨 格 の 山 が 積ま れる 。 
ツ ミ ラ ヲ に 双対 構造 を 持っ た 鞭 積 と 設定 し プラ トン 立体 の 正 8 面体 を 連 


| 


W ピラ ミッ ド の よう な 構造 を 暗 只 。 


と る 


9 0 


2 3 


9 3 


場 ) 


9 4 


9 5 
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(4 2) : クラ ヤマ ツ ミ ラ ( 闇 下津 見 ・ く ら や まつ み ) 

潜 象 側 で テト ラ 骨 格 を 持っ て 山 の よ うに 積ま れる 。 

(4 2) : オク ヤマ ツ ミ ( 興 則 澤 見 ・ お くやま つみ ) 

潜 象 側 で 立体 性 を 持っ た 山 の よ うに 積ま れる 。 

(4 2) : ココ ロ ツ ラナ キハ ヤマ ツ ミ (紀男 津 見 ・ は や まつ み 『 神 逢 


で は 、 原 男 津 見 ・ は ら や まつ み 放 還 津 見 ・ と や ゃ まつ み も 登 


浴 象 側 の 微粒 子 的 な 量 が 表層 (現象 方 向 ) に 現れ 場 を 形成 し て ゆく 。 

(4 2) : アメ ノラ ハハ リ イ ツ ノラ ヲ ハ ハリ (・・『 和 勿 財 』 の P93 (最後 
に 近い ) あたり に 伊 思 導 尾羽 張 ・ い づ の を ば は り と し て 登 

浴 象 側 の 双対 性 が 現象 側 (電気 性 ・ 個 々 性 ) の 双対 性 と し て 場 へ 配当 。 

(4 3) : ヨ モ ツ チ シ キ ノイ フ ヤ サカ (該当 な し ) 

不 確 定 事象 か ら 確定 事象 へ 変遷 する 電気 事象 に は 2 つの 傾斜 が 関与 。 

(4 3) : ツキ タテ フナ ト ( 衝 護 朋 妃 ・ つ きた つ ふ な と ) 


確定 事象 に は ポテ ン シ ャ ル 場 の 変動 が 関与 し その ポテ ン シ ャ ル 場 の 中 和 
(現象 化 の 前 段階 ) は 2 つの ナ (アマ ナ ・ カ ム ナ ) が 重合 し て 起き る 。 


(4 3) : ミチ ナカ チ ハ ( 遺 家 先 歯 ・ み ちの な が ち は ) 


2 


現象 方 向 へ の 道筋 。 ア ナ (現象 側 か ら 見 た ) の 持続 に よっ て 場 を 形成 。 
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9 7 (4 4) : マ ノ ハ スト チノ トキ オカ シ (時 置 師 ・ と き お か し ・・1 6 番 ) 
時 空 (電磁 場 ) の 変遷 と 場 の 進行 に は 力 場 の 持続 ・ 変 遷 が 関与 し て い 
力 場 を 内 包 し た ポテ ン シ ャ ル 場 の 変動 は カ の 間接 関与 で 立体 性 を 示す 。 
光 現象 は 、 電 磁場 の 振動 に よっ て 起き る 。 あ る 種 の 回 転 運動 と も 言え 


それ に 比べ 、 力 場 は 基本 直線 運動 で 振動 を 伴わ な い の で 光速 より 早い 。 
現行 の 科学 (物理 学 ) に は 、 こ の よう な 場 伝達 の 概念 が 欠落 し て い 


万 有 5 引 力 は 真実 で は な く 、 渦 場 中 心 へ の 向 心 力 が 重力 の 本 質 、 が 正 し 
い 。 


9 8 (4 4) : ワ ツ ラ ヒ ノ ウシ ( 租 主 良 能 宇 思 ・ わ づら ひ の う し ) 
非 局 在 ・ 局 在 の 両方 の 性 質 が 現れ 単位 形成 と 変遷 に よっ て 現象 化す る 。 
9 9 (4 4) : チマ タム ス ヒ ヌ ヒ ( 叫 便 ・ ち また の ・・1 5 番 ) 


持続 的 に マ (電磁 場 ) が 発生 し て 立体 性 を 発現 し 進行 循環 ( 潜 象 ) す 
る 。 


1 0 0 (4 4) : アキ ク ヒ ノ ウシ ( 秋 昨 之宣 断 ・ あ きぐ ひ の う し ) 

ポテ ン シ ャ ル 場 の 変動 飽和 に よる 単位 形成 と 変遷 に よっ て 現象 化す る 。 
1 0 1 (4 4) : オ キサ カル ( 興 隔 ・ お き さ か る ) 

立体 性 (生命 質 の 進行 過渡 ) を 伴う 差分 (傾斜) の 発生 。 反 応 促進 


1 0 2 (4 4) : オキ ナ キ サ ヒ コ ( 筐 津 那 鞭 條 尼 吉 ・ お きつ な ぎ さ びく て ) 


2 


立体 性 を 伴う 種々 の 粒子 的 存在 が 循環 する 。 立 体 配列 の 形成 を 暗 只 。 
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1 0 3 (4 5) : オキ ツ カ ヒ ヘラ (興津 四 非 納 ・ お きつ か ひ べ ら ) 
立体 性 を 伴う 事象 は カー ヒ 相 転移 し て 平面 配列 か ら 始 まる 。 
1 0 4 (4 5) : へ サカ ルミ チ ( 縮 珠 ・ へ さか る ) 
平面 方 向 に 配列 する 順路 ・ 経 路 。 お と な し く 整 然 と し た 並び を 暗 隊 。 
1 0 5 (4 5) : へ ツナ キサ ヒコ (和津 那 革 佐 虹 吉 ・ へ つなぎ さび こ ) 
平面 性 を 伴う 事象 に も 種々 の 粒子 的 存在 が 循環 する 。 平面 配列 を 暗 隊 。 
1 0 6 (4 5) : ヘ ツ カ ヒ ヘ ラ (和津 間 発 納 ・ へ つか ひ べ ら ) 
平面 性 を 伴う 事象 は カー ヒ 相 転移 し て 平面 配列 する 。 
1 0 7 (4 5) : アワ ノ マ カ ヤ ソ マカ ツ ヒ ( 放 請 宙 津 目 ・ や そま が つ ひ ) 


時 空 全体 (電磁 場 の 総称 ) の 変遷 は 電磁 場 と 力 場 の 相互 作用 で 起き る 。 
電磁 場 と 力 場 の 合成 か ら 、 新 た な 単位 (虚実 を ペア と し た ) が 生じ る 。 


1 0 8 (4 5) : オ ホ マカ ツ ヒ ( 天 編 津 目 ・ お ほ ま が つ ひ ) 

広域 環境 に お いて も 電磁 場 と 力 場 の 合成 か ら 新た な 単位 形成 が 起き る 。 
1 0 9 (4 6) : アヤ カム ナ ホ ヒ ( 種 赴 還 ・ か む な ほ の ) 

潜 象 内 特 環 する カム が 還元 ・ 定 着 ・ 親 和 し て 新た な 単位 を 形成 する 。 
1 1 0 (4 6) : オ ホカ ム ナ ホ ヒ ( 容 直 還 ・ お ほな ほ び ) 


広域 環境 に ある カム が 本 元 ・ 定 着 ・ 親 和 し て 新た な 単位 を 形成 する 。 
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1 1 1 (4 6) : イツ ノ メ ニ オ ホ ト チム ス ヒ イ ツノ メ ノ (伊豆 態 買 ・ い つの 
め ) 


広域 環境 と の 相互 作用 に よっ て 電気 事 家 の 芽 (兆し ) が 発展 定着 する 。 
1 1 2 (46) : ソコ ツ ワ タ ツ ミ ( 鹿 澤 締 津 見 ・ そ こつ わた つみ ) 

底 通 性 の ある 全体 量 が 積ま れ て いる 。 広域 の エネ ルギー 全量 を 暗 只 。 
1 1 3 (46) : ソコ ツ ツ ヲ ( 雇 筒 天 男 ・ そ こつ つの を ) 

底 通 (カム ) 領域 に は 双対 構造 (同軸 や 二 重 上 螺旋 ) の 筒 形状 あり 。 


円 筒 ・ コ イル 形状 等 に は 、 電 磁力 場 の 共通 の 幾何 学 的 な 型 が ある 。 
ツ ツ は 二 重 渦 (螺旋 渦 ) や 津々 浦 々 に 通じ る 力 場 発現 原理 を 暗 喉 。 


] 1 4 (4 6) : ナカ ツ ツ ラ hm 


中 間 ・ 中 層 ・ 境 界 領域 (アマ ・ カ ム 共 通 ) に も 双対 構造 の 筒 形 状 あ り 。 


な か つつ の を ・・『 舞 逢 考 」 に は 、 
・ な か つ わ た つみ を も 登 場 


1 1 5 (4 7) : ウ ハ ツ ワタ ツ ミ ( 腸 津 績 津 見 ・ ぅ は つ わ た つみ ) 

表層 ・ 現 象 場 領域 (イマ ・ ア マ 共 通 ) に も 全体 量 が 積ま れ て いる 。 
1 1 6 (4 7) : ウ ハ ツ ツラ ヲ (中 筒 之 男 ・ う は つつ の を ) 

表層 ・ 現 象 場 領域 (イマ ・ ア マ 共 通 ) に も 双対 構造 の 筒 形状 あり 。 
1 1 7 (47) : アマ テラ ス ( 天 昭 大御神 ・ あ ま て ら す お ほ み か み ) 


現象 の 元 型 で ある アマ を 参照 する 。 ア マ の 方 向 に 現象 の 元 型 を 観る 。 
アマ は 中 和 (バラ ンス ) 状態 か ら 生成 ・ 発 生 方 向 へ 進む 性 質 が ある 。 


28 


マク ロ (宇宙 ) 的 に は 太陽 系 の 中 心 に ある 太陽 の 存在 と 働き を 暗礁 。 
1 1 8 (4 7) : タケ ハヤ ス サ ノ ラ ヲ ( 建 束 用 大 送 田 命 ・ た け は や すさ の を みこ 
) 


ポ ボ ポテンシャル 場 の 変化 が 場 の 生成 発展 を 促し 双対 構造 で 順 行 変遷 する 。 
ポ ボ ポテンシャル 場 と は 現象 事象 を 前 駆 する 電磁 力 場 の 一 形態 を 意味 する 。 
マク ロ (宇宙 ) 的 に は 太陽 を 公転 する 惑星 地球 の 存在 と 自転 を 暗 喉 。 


1 1 9 (4 7) : ツキ ヨミ マ ( 崩 読 徐 ・ つ く よ み の も こと ) 


全体 ( フ ・ 非 局 在 ・ 電 磁場 ) に 対し て 部 分 ( ツ ・ 局 在 ・ 力 場 ) の 
ポ ボ ポテンシャル 場 の 変動 (エネ ルギー・ 重 力 的 ) に は 順 行 に 対し て 
逆行 する マガ 存在 。 重力 ( 向 心 力 ) に 対す る 反 力 (圧力 ) の 存在 。 
マク ロ (宇宙 ) 的 に は 地球 を 公転 する 衛星 月 の 存在 と 自転 停止 を 暗 喉 。 
月 の 地球 公転 軌道 は 刻々 地球 か ら 遠 さか る 方 向 に 働い て いる 。 ( 力 ) 


1 2 0 (4 7) : ミク ラ タ ナ タキ リヒ メ ( 夢 紀 理 墨 責 ・ た きり び め ) 


3 つの 関係 性 (イマ ・ ア マ ・ カ ム や 電場 ・ 磁 場 ・ 力 場 や 月 ・ 地 球 ・ 太 陽 
な ど ) に は 段階 が あり 、 ポ テン シャ ル 場 の 分 割 を 内 包 し て いる 。 


太陽 糸 の 惑星 地球 を 例 に 考え る と 地球 は 太陽 系 の 渦流 (1 2 階層 の 内 
側 か ら 5 番 目 の 渦 流 ) に 乗っ て 太陽 重力 の 影響 を 受け て 公転 し て いる 。 
太陽 重力 圏 は 渦流 の 6 ・7 階層 境界 まで で そこ か ら 先 は 圧力 圏 と な る 。 
この 1 2 階層 構造 に は 重力 圏 ・ 重 力 圧力 交差 圏 ・ 圧 力 圏 の 3 圏 が ある 。 
静止 衛星 や 静止 惑星 は この 重力 力 交差 圏 範 時 の 軌道 で 公転 し て いる 。 


12 1 (47) ! イ チキ シマ リョ リヒ メ ( ・ い ち き し まひ め 
また の 名 を 、 ・ さ より び め ) 


現象 側 に 現れ る (電場 は 磁場 の 持続 で ) シマ (イマ ・ ア マ 共 通 ) に は 
必ず 差分 (歪み 性 ) を 含む 双対 性 (構造 的 ね じ れ 性 ) を 内 包 し て いる 。 
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『 和 名 考 』 は 、 こ の 後 も 古事 記 神話 に 沿っ て 考察 は 続く が 、 原 典 文 献 


由来 と 思わ れる 神 名 は 登場 し な い 。 途 中 、 ・ あ めのう づめ 
の みこ と (5 0 番 ) が 登場 。 さ ら に 続け て 、 ・ お ほ く に ぬ し 


が 登場 。P98 の 最終 部 分 で は 、 
あま つ ひ だ か ひこ な ぎ さ た け う が や ふき あ へ ず の みこ と が 登場 。 
ウ ガ ヤ フキ アヘ へ ズ 王 朝 を 連想 する 。P99 で 『 神 名 考 』 は 終了 する 。 


122 (7 4) : クニ ヒト アメ ノ ハ ム フ ナ イヤ ハム ( 檜 崎 写本 ) の 部 分 を 、 


クニ ヒト アメ オ ホ ク ニ ヌ シオ 小 (青天 版 ) と し て 音訳 する 
オ ホ ク ニ ヌ シ (天国 庄 ・ お ほ く に ぬ し ) が 現れ る 。 


クニ を 形成 する 単位 が アメ 。 (クニ ヒト アメ ) 
広域 環境 に も 見 えな い ク ニ が 存在 する 。 ( オ ホ ク ニ ヌ シ ) 
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古事 記 神話 に 登場 する 神 名 に つい て 、 カ タカ ム ナ 文献 の 物理 的 な 内 容 を 精査 ・ 
考察 し て 現代 版 「 神 名 考 」 を 神 名 辞典 と し て 簡潔 に まとめ た 。 古事 記 神 話 の 神 
名 を 研究 する 学生 や カタ カム ナ 文 献 を 探求 する 研究 者 諸氏 へ の ささ や か な 資料 
と な れ ば 幸い で ある 。 神 名 に 隠さ れ た 物理 を さら に 深く 探求 し て いた だ きた 

い 。 


清明 に カム ナ ( 神 名 ) 賀 ぐ 物理 学 
十字 と 大 円 で 幾何 抽象 され た カタ カム ナ 図 象 に 
力 場 と 電磁 場 を 軍 ね る と 
生命 場 が 誕生 する 


ミク ロ ( 素 粒子 ) か ら マ クロ (宇宙 ) まで 
一 覧 し た フラ クタ ル 性 (相似 象 ) が 働い て いる 


イマ ・ ア マ ・ カ ム 
電場 ・ 磁 場 ・ 力 坦 


物 貸 ・ エ ー テ ル ・ ア スト ラル 
カ 場 (カム ) と 磁場 (アマ ) に 本 拒 が ある 


追記 
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